
－145－

人文地理学研究　33　2013　145–173

黒部市生地地区における漁業の変遷と地域資源を活用した 
漁村地域活性化の取り組み
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Ⅰ　はじめに

200カイリ体制への移行による遠洋漁業からの
撤退，自由貿易体制のもとでの水産物輸入の急増
と国内水産物との競合，日本近海での漁獲量の低
下，魚価の低迷，漁業従事者の減少と高齢化といっ
た問題にみられるように，現在の日本の漁業は厳
しい状況におかれている．このようななか，水産
物の安定供給を目指して2001年に制定された水産
基本法では，「（水産業・漁村の）多面的機能に関
する施策の充実」がうたわれた．山尾・久賀（2009）
によると，農業や水産業がもつ多面的機能とは，
本来的機能である食料生産過程で生み出された副
次的生産物であり，第三者に便益・利益を与える
ようなものである．具体的な例を挙げれば，良好
な海洋環境，地域固有の漁業文化や漁村景観，新
鮮な海産物や伝統的加工品といった特産物などが
挙げられよう．現在，多くの漁業地域が条件不利
化しており，その活性化のために各地で水産業・
漁村の多面的機能を発揮した「まちおこし」や「地
域活性化」が試みられている．

そのような方策の一つに，体験・交流型漁業の
振興がある．磯部・鳥居（2005）によれば，体験・
交流型漁業とは直販や朝市といった漁獲物の販売
を通じた交流と，定置網・地曳網体験といった体

験学習・体験型ツーリズムという二つに大別され
る．竹ノ内（2005）は，沖縄県恩納村における漁
業体験型観光事業，高知県大方町におけるホエー
ルウォッチング観光の取り組みを通して，漁村地
域における固有の資源を発掘・研磨しながら新た
な付加価値を創造しようとしていることを指摘し
ている．そのことが異業種他者・都市住民との連
携と交流によって，漁村地域の再評価につながり，
それがひいては漁業の活性化につながる可能性を
秘めている．

農業分野では，1999年の農業基本法で，農業・
農村の多面的価値の発揮が農村振興の中心的施策
として位置づけられたが，それよりも早くから体
験・交流型事業による地域活性化の取り組みが試
みられていた．例えば，観光農園や農家民宿など
のグリーンツーリズムがそれにあたる．これらは
農山村地域の活性化政策の強化もあり，重点的に
政策的支援を受けてきた．一方，漁業分野では，
漁業者による体験・交流事業への取り組みは，遊
漁業などの一部を除いて歴史が浅い（磯部・鳥居，
2005）．近年になり，水産行政によって各種の助
成制度や補助金などの支援体制が整いつつあり，
各地で住民による内発的な地域活性化の取り組み
が始まりつつある．

そこで，本研究では，富山県黒部市生地地区を
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事例として，漁業の変遷を踏まえて，漁村文化を
含む地域資源を活用した地域活性化の取り組みを
明らかにし，今後の発展の可能性について考察す
ることを目的とする．

黒部市生地地区は，富山県東部，黒部川扇状地
の扇端部に位置し，富山湾に面している（第１図）．
黒部漁港を擁し，南に位置する石田漁港とともに
くろべ漁業協同組合（以下，くろべ漁協）の管轄
する漁業地区となる（写真１）．なお，本稿では
生地地区と石田地区を合わせた漁業地区を「黒部
地区」と呼称する．2012年現在，くろべ漁協には，
正組合員78人，准組合員376人が所属している．
石田地区と生地地区の組合員数の割合はおおよそ
１：２であり，くろべ漁協の事務所は黒部漁港に
おかれている．生地地区は，北から阿弥陀堂，宮
川町，大町，四十物町，上町，神明町と６つの旧
町に分かれている．主たる産業は伝統的に漁業と
水稲作であったが，生地地区の北側にYKK 黒部
越湖工場，JR 北陸本線東側には４か所にYKK 工
場が立地しているように，工業従事者も多い．生
地地区は黒部川扇状地の湧水帯に位置することか
ら，地区内には「清水（しょうず）」と呼ばれる
湧水が多く分布している．これらは地域の生活用
水や地場産業に利用されているばかりではなく，

多くの観光客を引きつけている．
旧黒部市は，2006年に隣接する旧宇奈月町と合

併し，現在の黒部市となった．2010年現在で，人
口は42,467人，うち男20,642人，女21,825人である．
産業別就業人口は，第一次産業が855人，第二次
産業が9,150人，第三次産業が11,288人である．世
界的企業のYKK や北星ゴムといった工業が立地
していることもあり，全国平均と比べると，第二
次産業の就業者数の割合が大きい．

以下では，まず生地地区における漁業地域とし

第１図　研究対象地域図

写真１　黒部漁港

　奥には，黒部市水産物地方卸売市場とくろべ漁業協
同組合の事務所が，右手には製氷所がみえる．

� （2012年９月14日　横山撮影）
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ての変遷に続いて，現在の生地地区における漁業
の経営実態について，主要な漁業種類別（北洋漁
業，沖合カゴ縄漁，定置網漁，沿岸刺網漁）に述
べる．次に，それらの内容を踏まえて，2000年代
初頭から推進されている漁業や地域の活性化に向
けた取り組みを検討する．最後に，本稿で得られ
た知見をまとめるとともにむすびとしたい．

Ⅱ　生地地区における漁業の変遷

漁業地域としての生地地区の変遷は，大きく３
つの時期に分けることができる．それは，主とし
て明治期より続けられてきた北方領土や北海道へ
の出漁および出稼ぎと，地曳網漁などの伝統的な
沿岸漁業によって地域経済が支えられていた1940
年代までの「伝統的漁業期」，北洋漁業の盛衰お
よび沿岸漁業の成長，工業の発展に伴う地域産業
の多様化といった点に特徴のある1950〜1970年代
までの「漁業拡大・再編期」，1970年代からのオ
イルショックや北洋漁業の減船による影響がみら
れ始め，魚価の低迷や漁業者の高齢化・後継者不
足といった問題点が現れ，現在まで継続している

「漁業低迷期」の３期である．以下では，具体的
な住民の事例を交えながら，それら３つの時期に
おける生地地区の漁業の変遷について述べたい．

Ⅱ－１　伝統的漁業期（～ 1940年代）
1911（明治44）年の生地町の漁業戸数は599で

あり，そのうち専業あるいは漁業を主とするもの
は534であった．近隣の町村が100以下の漁業戸数
であったことに比べると，生地地区が漁業の盛ん
な地域であったことがわかる．生地地区の地先海
域は「あいがめ」と呼ばれ，急激に深くなる地形
となっている．海底は起伏に富み，また底質は砂
泥土であるために魚種も豊富であったが，流れも
早く波も荒いため，富山湾東部の魚津や滑川，西
部の新湊，氷見などのように定置網漁が発達しな
かった（黒部市史編纂委員会，1992）．そのため，
漁業装備や動力機関が未発達であった昭和戦前期
まで沿岸漁業は活発ではなく，北海道や樺太と

いった北洋漁場への出稼ぎと地曳網漁に代表され
る地先での漁業が主たる就業機会であった．

生地地区では近世から，蝦夷地への出漁がみら
れた．明治期後半になると，多くの人が北海道や
樺太といった北洋へ漁業出稼ぎに渡った．こうし
た傾向は，生地地区に限ったことではなく，隣接
する芦崎地区でも同様である（山田，1979）．こ
の背景には，漁業者数が多く，地先の漁業資源に
比して人口が多かったことや，北前船を介して北
海道との交易があったため富山県によって北海道
への出漁が奨励されたことがあげられる．主に漁
家の次男や三男が北洋漁場へ出かけた．明治初期
の出稼ぎは利尻島や礼文島が中心であったが，そ
こで富を蓄積した人々は漁場が未開拓であった根
室・釧路・北方四島に移り，網元として経営を始
めるものも少なくなかった．また，北方四島では
主に家族単位でのコンブ漁に，それ以外の漁場で
は，大規模な漁業組織によるカニ・タラ漁に従事
した．カニ・タラ漁に従事する場合は男性のみが
出稼ぎに行ったが，コンブ漁については男性がコ
ンブを獲り，女性は乾燥作業などを担うという役
割分担が必要となるため，家族で出稼ぎに従事す
る必要があった．北方四島では，親方衆が出稼者
に家屋などを提供し，各漁家にコンブ漁を行わせ
た．各漁家は２，３年ほど親方の下でコンブ漁を
行い，自己資金を蓄えて独立した．各漁家は「出
面」と呼ばれる主に未成年の労働力を４，５人程
度雇っていた．５，６戸から50戸程度まで大小さ
まざまな出稼者の集落が，北方四島に30から50ほ
ど形成された．第二次世界大戦の終結とともに，
北海道への定住者を除き，北方四島への出稼者の
多くが生地地区へ戻った．その数はおよそ900人
に上ったため，北方四島からの引揚者のための仮
設住宅として，通称「北方住宅」が生地町内に建
設された．

一方，古くから行われていた地先での漁業は，
地曳網漁，船曳網漁，小型櫓船による刺網漁や
釣漁，定置網漁であった（黒部市史編纂委員会，
1992）．そのうち主要なものは地曳網漁であった．
地曳網漁は主としてイワシを獲るための漁法とし
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て，江戸期から行われていたと伝えられ，明治期
になると江戸期からの既得権が認められた（船屋，
2001）．この際，生地地区の海岸線を８地区に分
割し，地域の有力者である16人の網元が各々半ヶ
統ずつ権利を有したことから「生地八統地曳」と
呼ばれた．しかし８ヶ統すべてが操業すると，そ
の他の沿岸漁業ができなくなるため，同時に操業
するのは４ヶ統までであった．毎年８月に新治神
社で漁場割の神事を行い，そこで決まった順番に
従って９月からの１年間操業した．

地曳網漁の経営組織は，地曳網漁の権利を保有
する網元を頂点として，その下に２人のスケ（助）
と１人の船頭がつき，さらに船頭の下にカコ（水
夫）がついた．スケは網元と血縁関係のある者が
務め，市場での魚の販売，地曳網漁の操業場所の
把握といった網元を補佐する役割を負った．船頭
は沖へ出て，陸側の地形と潮の流れを見ながら網
をかけ，１回の地曳網漁につき10人程度のカコが
集められ網を曳く作業を担った．このほか臨時の
労働力としてコウリャクドと呼ばれる労働力を雇
うこともあった．コウリャクドはそれぞれの網に
つき２人程度おり，海況の監視，破れた漁網の補
修，魚群の探査などの役割を担い，仕事量に応じ
て報酬を得ていた．また大漁時には，ゼントラズ
と呼ばれる臨時労働力も動員した．彼らは無報酬
である代わりに，オカズトリとして無償で魚を得
ることができた．地曳網漁に参加することを希望
する者は，誰でもゼントラズになることができ
た．こうした組織構造から，第二次世界大戦前の
網元は地域の経済のみならず，政治や文化の面で
も大きな影響力を有していたことがわかる．網元
には地主を兼ねる人もいたが，そうでない人は教
員や住職，海運業などの副業をもっている場合が
多かった．

ここで，元地曳網主のＡ氏の事例を示す．Ａ氏
は現在93歳であり，すでに漁業から引退している．
Ａ氏の家系は代々続く地曳網漁の網元であり，祖
父（1846年生）の代には地曳網漁を営む一方で，
沖合に停泊した大型の船と生地地区の港の間で荷
物を載せて行き来する艀による運送業を営んでい

た．沖合に停泊する船は北海道からきており，北
海道から魚肥を入荷し，生地地区からは米を出荷
していた．Ａ氏の父は祖父の運送業を拡大し，主
に三井商船などが運んできた荷物を高岡市伏木か
ら生地地区に運ぶ仕事をしていた．また昭和初期
には樺太の真岡・アイドマリのニシン漁場を開拓
した．父の事業は終戦まで続いた．Ａ氏は持病の
あった父に代わり，親方代理として1936年頃より
地曳網漁に携わるようになった．Ａ氏は叔父であ
る２人のスケとともに地曳網漁の漁場へ赴き，実
際の漁はスケに取り仕切らせていた．地曳網漁の
船頭は血縁関係のない近所の人に頼んでいた．往
時はイワシの漁獲が多かった．地曳網漁に用いる
網は，浜に設置した「ニョ」と呼ばれる藁で編ん
だ傘状のものの中に保管しておき，魚群が確認さ
れると速やかにニョから網を取り出した．Ａ氏は
1943年から従軍したため，地曳網漁を中断したが，
1945年に復員して生地地区に戻った．しかしその
頃には，既に地曳網漁は衰退していた．そのため
兄に誘われて1946年に初めて利尻島へ漁業出稼ぎ
に行き，季節的にニシン漁やタラ釣漁に従事した．
出稼ぎを始めてからも，生地地区に戻って地曳網
漁を行っていたが，1953年頃に地曳網漁の権利を
叔父へ譲渡した．当時はサバ・アジ・タコが大量
に獲れていたが，Ａ氏は地曳網漁の将来に見切り
を付け，北洋出稼ぎに専念するようになった．

第２図は，昭和戦前期における地曳網漁の漁場
と網元の分布を表したものである．生地地区では，
生地中橋を境として，北側をシモ，南側をカミと
呼ぶ．北から石塚，外場市，前ノ浜，川ノ尻，尻
網，小飛，場市，小場市という８つの地曳網漁場
が存在した．そのうち，前ノ浜だけは，網の曳き
場と揚げ場が分かれていた．網元はカミに多く，
網元の近親者や地縁関係者で構成されるスケ・船
頭・カコもカミに多く居住していた．またカミの
人は水田を所有していたので，半農半漁での生活
が可能であった．一方，シモでは水田を所有して
いる人は少なく，漁業への依存度が高かった．第
二次世界大戦が終結すると，地曳網漁は戦後の漁
業改革の一環として，４ヶ統の権利のうち，１ヶ
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統が芦崎地区の下浦に移行され，残りの３ヶ統が
生地漁業協同組合に移行することとなった．しか
し，漁協は地曳網漁のノウハウを持ち合わせてい
なかったため，権利の移行は名目上であり，その
うち２ヶ統は元の網元の代表者が漁協より権利を
借りる形で操業が続けられた（薮内，1958）．し
かし，地域の沿岸漁業に動力船が普及してくるよ
うになると，地曳網漁が第二次世界大戦前のよう
な影響力を回復することはなかった．

Ⅱ－２　漁業拡大・再編期（1950〜1970年代）
第二次世界大戦後，樺太・千島列島が接収され，

さらには著しい物資不足などにより，北洋への漁
業出稼ぎは大幅に減少した．しかし，1948年頃か
ら漁業資材も輸入されるようになり，行政も出稼
漁業を住民の就業先として重視して支援を行った
こともあり，1950年頃には出稼漁業は戦前の水準
に回復した（黒部市史編纂委員会編，1992）．

第３図は1949年，1953年，1959年，1967年にお
ける生地地区からの出稼漁業者の行先と人数を表
したものである．出稼漁業者は，主として漁家
の次男や三男であり，季節的に北洋漁業に従事

し，生地地区へ帰っている間は，家業の漁業を手
伝った．一方，長男は地元に残り，小規模な沿岸
漁業に従事した．1949年の時点では，明治期から
の主な出漁先であった利尻島に最も出稼漁業者が
集まっていた．しかし，ニシン・タラ類の漁獲量
が低下し，1953年頃から利尻島への漁業者は大き
く減り始め，1962年には完全にいなくなった．一
方で，生地地区からの出稼漁業者を多く集めるよ
うになったのが根室花咲を主とした道東部であ
る．根室花咲への出稼漁業者は，1949年には62人
であったが，1953年には235人と増加し，1959年
には245人と，最も多くの出稼漁業者を集める地
域となった．この背景として，1952年頃から根室
花咲・釧路などを基地とした北洋サケマス漁業が
活発になったことがあげられる．北洋サケマス漁
業は，1954年の道東沖災害を契機として，漁船の
大型化・近代化が図られ，1957年から1961年まで
発展期を迎えた（黒部市史編纂委員会編，1992）．
しかし，それ以降，北洋漁業への出稼者は大きく
減少し，1967年には根室花咲を主として落石，釧
路，函館でわずか144人が雇用されるのみとなっ
た．この1970年代初めにかけての北洋漁業の凋落
の背景には，200カイリ体制が構築されていくに
伴い，沿岸各国が自国の排他的経済水域内での入
漁を規制するなど遠洋漁業の経営環境の悪化もあ
るが，生地地区の場合は，高度経済成長期におい
て地区内へ製造業の立地が進み，それの雇用先が
増大していたことが大きい．例えば，北星ゴム，
YKK といった製造業が戦後から高度経済成長期
にかけて成長した．聞き取りによれば，1940年代
から1950年代までに生まれた人は，ほとんどがそ
のような製造業に就職し，沿岸漁業へ新規参入や，
北洋漁業への出稼ぎに従事することはなかった．

ここで，Ｂ氏の事例を示す．Ｂ氏は1920年生ま
れで，男３人，女３人の６人兄弟の長男であり，
姉が北洋漁業を経営する家に嫁いだため，その家
の漁船に乗組員として雇用され，1934年頃より根
室沖のサケマス漁に従事した．Ｂ氏は３月に生地
地区を出発し，10月に生地地区へ帰ってきた．例
年，お盆に一度帰ってきていたが，多忙であれば
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帰れないこともあった．Ｂ氏の北洋漁業への出稼
ぎは1963年頃まで続けられた．Ｂ氏は北洋漁業へ
の出稼ぎに従事しなくなってからは，地先での沿
岸漁業や，北洋漁業に出稼ぎしていた頃に少しず
つ買い足した生地町内の水田を耕作することで生
計を立てていた．当時，３ha の水田を所有して
いた．地先での沿岸漁業は1965年頃に購入した発
動機付きの２人乗りの漁船を用い，Ｂ氏と弟の２
人で出漁し，イカ釣漁やフクラギ釣漁を行った１）．
稲刈りの時を除き１年中漁業を行っており，泊
まりがけで能登半島沖に出漁することもあった．
1972年頃に，Ｂ氏の弟が魚津市の建設会社に就職

したため，漁業を続けることが困難となった．そ
の後は大工の手伝いを始めるかたわら，専ら水稲
作を行っていた．大工の仕事は1975年まで続けた
が，その間にも不定期に地先での沿岸漁業を手伝
うこともあった．大工をやめてからは農業に専念
した．一方，Ｂ氏の妻は縄工場あるいはわら工場
と呼ばれていた稲わらを編んで縄や俵を作る工場
に勤務していた．この工場は，生地地区の人が経
営していた．妻は水田を購入してからも，田植え
や稲刈りなどの農作業を行うかたわら，縄工場で
の勤務を続けていた．また，1950年生まれのＢ氏
の長女は中学校を卒業後にYKK に就職し工機部
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門に配属された．1972年に22歳で社内結婚し，翌
1973年に長女が誕生した．YKK 勤務は結婚後も
続け，定年退職する2010年まで勤めた．夫の実家
は行商を営んでいたが，夫は行商の権利を売却し
てYKK に就職し，2008年まで勤めた．

他方で1950年代から1970年代中頃までは，動力
船の普及に加えて，強化プラスチック（FRP）や
アミラン・ナイロンといった化学繊維の登場によ
る漁業資材の質の向上によって，沿岸漁業の漁獲
効率が向上した時期でもある．第４図は，富山県
と黒部地区における階層別の漁業経営体数の推移
を示したものである．これによると，1954年には
沿岸漁業経営体のほとんどが無動力船によって操
業していたが，その後動力船が増加し，1968年に
はほとんどの経営体が動力船で操業するように

なった．漁船規模も1968年までは１〜３t の階層
が25％，１t 未満の階層が35％と，３t 未満の階
層が全体の60％を占めていたが，1973年以降は１
〜３t および３〜５t の階層の割合が増加してい
る．経営体数をみると，1973年まで大きく減少す
るものの，1978年に再び上昇し，1993年までは安
定的に推移している．これらは富山県全体の漁
業経営体数の推移とほぼ同様である．とりわけ
10t 以上の大規模な階層の経営体数が減少し，１
〜10t の階層が増加していることから，この時期
には遠洋漁業の減少に対して，沖合・沿岸漁業経
営体が増加したとみられる．1958年の黒部漁港に
おける漁業種類別漁獲量は，延縄漁408t，イカ釣
漁214t，船曳網漁144t，地曳網漁121t，定置網漁
35t であり，タラをはじめとした延縄漁やイカ釣
漁，船曳網漁，地曳網漁の割合が大きかった．し
かし，その後，延縄漁，船曳網漁，地曳網漁が後
退した．1978年における漁業種類別漁獲量の上位
三漁種は，イカ釣漁が400t と最も多く，次いで
定置網漁286t，カニカゴ漁294t であった．船曳網
漁や地曳網漁に代わって，カニカゴ漁といった沖
合漁業，定置網漁が成長し，地域の沿岸漁業が変
容していることがわかる（第１表）．

このように，1950〜1970年代には，北洋漁業の
発展と急速な凋落，沿岸漁業における個別経営体
の成長と漁獲量の安定的推移がみられる一方，北
星ゴムやYKK といった工業が成長し，これまで
沿岸漁業と漁業出稼ぎが主であった生地地区の住
民の就業先が，多様化した時期であったというこ
とができる．

Ⅱ−３　漁業低迷期（1980年代〜現在）
1970年代以降の200カイリ体制の構築による国

際漁業規制の強化，減船政策，オイルショックに
よる燃料の高騰といったことが，生地地区の漁業
にも大きな影響を及ぼした．例えば，第二次世界
大戦後，生地地区には北洋漁業の会社が４社存在
したが，1977年から減船が進んだことによって，
現在も経営しているＡ水産を除いて全てが北洋漁
業から撤退した．北洋漁業から撤退したそれぞれ
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第４図　富山県および黒部漁港における階層別漁
業経営体数の推移

注１）	� 左軸は黒部漁港の階層別漁業経営体数，右軸は
富山県の漁業経営体数を示す．

注２）	� 1954年は下新川郡生地町，1963年以降は黒部市
黒部地区のデータを使用している．

注３）	� 1983年は富山県の経営体数のデータなし．
� （漁業センサスにより作成）
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の会社は，減船事業に伴う補助金を活用して自
動車修理工場など他業種に転換するものもいた．
1990年代初めには，生地地区において北洋漁業を
行う会社はＡ水産のみとなった．

カニカゴ漁・定置網漁・刺網漁が主たる漁業種
類である黒部地区では，水揚げされる魚は少量多
品種であり，一定量のロットを求められる大型量
販店主導の取引の下では，買い手主導の価格形成
となり，魚価の低迷が進む．そうした魚価安に加
えて，燃料価格の高騰は，沿岸漁業者の経営悪化
につながり，漁業後継者の不足や漁業者の高齢化
といった問題につながった．第４図によれば，漁
業経営体数は1978年に一旦増加したが，その後
1993年までに，とりわけ大規模階層の減少と個人
経営体の増加に特徴づけられながら，全体として
ゆるやかに減少した．さらに，1993年に68であっ

た経営体数も，1998年には45，2003年には24，
2008年には15までに減少した．それに伴い，くろ
べ漁協における漁業部門別水揚金額も，2001年の
約５億円から，2011年には約３億円とほぼ半減し
ている（第２表）．

このような中で，近年，くろべ漁協は，資源管理，
ブランド化，直接販売などの取り組みによって，
地域漁業の回復に務めている．資源管理としては，
1980年代よりヤリイカ産卵施設の設置，ヒラメ・
クロダイの稚魚放流・中間育成を試みている．ま
た，ベニズワイガニのカゴ縄漁の禁漁期間を，富
山県内の業者間で定めている期間より１か月多く
設定している．ブランド化としては，生地地区で
水揚げされた良質なベニズワイガニをボイルした
ものに生産者タグをつけ，生産者の意識改革と生
地地区のアピールにつなげている．また2010年に

第１表　黒部市黒部漁港における漁業種類別漁獲量の推移（1958〜1998年）

注１）	 数値は属地漁獲量である．
注２）	� 遠洋・沖合漁船漁業の項目には，サンマ棒受網，太平洋サケマス流し網，日本海サケマス流し網，機船手繰網，

小型底曳網が含まれる．1963年のみ，サンマ棒受網，サケマス流し網の漁獲量が記録されているため，漁獲
量の上昇率が大きい．

注３）	� ゴチックは毎年度，漁獲量上位３位までの漁業種類を示している．
� （『富山県農林水産統計年報』により作成）
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はベニズワイガニ・ヒラメ・キジハタの三種を「黒
部の魚」として選定し，アピールしている．また，
くろべ漁協が直販施設である「魚の駅　生地」を
2004年に開業した．詳細は後述するが，「魚の駅
　生地」では，主に黒部地区で水揚げされた魚を
販売しており，県内他地区からも購買客を集める
など，魚介類の高付加価値化やアピールに一定の
効果をあげている．そして，近年では黒部市が推
進する滞在型観光・まち歩き観光の取り組みと並
行して，「魚の駅　生地」は黒部市観光の重要な
拠点となっている．くろべ漁協では，資源管理意
欲を持続させるには漁家経営が健全であることが
大前提であると考えており，直販やブランド化の
取り組みを最重要課題として推進している．

このように近年では，漁業の低迷を受けて，地
域活性化，直販やブランド化といった様々な取り
組みが模索されている．

Ⅲ　生地地区における漁業の存続形態

以下では，現在における生地地区の漁業の存続
形態についてみていく．まず，現在のくろべ漁協
の概況と生地地区で営まれている漁業種類と漁業
経営体について述べ，さらに生地地区の主要漁業
種類である北洋漁業，沖合カゴ縄漁，定置網漁，
沿岸刺網漁について，経営体の事例も踏まえ漁業
経営の実態を説明する．

Ⅲ－１　生地地区中心部の土地利用
第５図は，2012年における生地地区中心部（主

として大町，四十物町）の土地利用を示したもの
である．住宅は大町・四十物町ともに，海岸に近
づくほど敷地面積が狭く，密集し，典型的な漁村
景観を呈している．また海岸沿いには多くの倉庫・
納屋が建ち並んでいる．倉庫・納屋は大町に49，
四十物町に20棟確認することができた．これらは
漁具の保管や水産物の加工に利用されてきたが

（黒部市史編纂委員会編，1992），聞き取りによる
と現在は漁業のための用途は少なく，生活用品の
収納に利用されている．住宅密集地では，火の手
があがると急速に燃え広がる危険性を孕んでいる
ことから，速やかな消火に対応するため，大町に
３つの防火水槽が設置されている．また，海沿い
の防火水槽から少し内陸部に入った小路には，防
火を祈願した火除宮・秋葉宮も奉られている（写
真２）．一方，黒部漁港の北側と南側はかつて湿
地帯として水田が広がっていた地域であり，比較
的新しく宅地化した地域であり，１軒当たりの面
積は大きい．四十物町には２階建てのアパートが
１棟立地している．これらの地域には，防火水槽
や秋葉宮などは見られず，海沿いの部分と景観に
顕著な差異がある．

漁業地域を構成する土地利用としては．黒部漁
港の東側に漁業協同組合事務所，水産物卸売市場，
冷蔵庫，水産加工場，漁船上架施設が立地してい
る．土地利用調査を行った2012年９月13日午前11
時30分時点で大小78隻の船舶が漁港内に停泊して
いたが，漁船だけでなく，遊漁船やプレジャーボー

第２表　くろべ漁協における部門別水揚額の
推移（2001〜2011年）

注１）	� 沖合は，沖合カゴ縄漁を主たるものとする．
また，沿岸は沿岸刺網漁を主たるものとする．

� （くろべ漁協提供資料により作成）
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トも係留されていた．また卸売市場前には，名水
公園やコミュニティセンターがある．名水公園は
生地地区の清水が名水百選に選定されたことを記
念して建設され，清水があり，屋外には木造船が
展示されている．コミュニティセンターは生地地
区のコミュニティ活動の拠点であると同時にまち
歩き観光の拠点でもあり，観光ボランティアの受
け付けと自転車の貸し出しを行っている．コミュ
ニティセンターのほかに，大町・四十物町それぞ
れに公民館が設置されている．

漁業関連の製造業としては，大漁旗を製造する
事業所が大町に１軒，水産物加工業者が４軒あり，
加工業者のうち３軒は同一の企業に所属してい
た．海産物を販売する店舗は「魚の駅　生地」を
含めて個人の鮮魚店など４軒見られた．うち２軒
の鮮魚店は向かい合っており，鮮魚と串焼きの魚
を販売する．また，既に空事業所となっているが，
生地小学校の北東には，富山県鮭鱒出漁漁業協同
組合の事務所跡があり，北洋漁業最盛期の名残を
みることができる．

商業的な土地利用は水産物販売店を除き14，
サービス業は18である．特に理容・美容は多く，
６軒見られた．商業・サービス業を合わせた数は
大町が25，四十物町が７であることから，経済機

能は大町に多いと言える．
まち歩き観光を構成する施設としては，前述し

たコミュニティセンターのほか，大町に土日祝日
のみ営業する休み処「あい」が，四十物町に生地
の漁業と北方四島を写真や資料で紹介する漁業資
料館がある．また生地の重要な観光資源であり，
日常生活にも利用される清水は，土地利用調査を
行った範囲に７か所点在する（写真３）．清水の
存在は醸造業の発達を促し，大町に醤油醸造業，
四十物町に酒造業がそれぞれ１軒操業している．

以上を総括すると，現在の生地地区は，漁業縮
小期にあるものの，今なお漁業を基軸とした景観
が形を変えながらも維持されていると言える．

Ⅲ−２　主要漁業種類と漁業経営体
2012年現在，くろべ漁協の組合員で，生地地区

における漁業の専業経営体は11である．主とする
漁業種類別にみたその内訳は，北洋漁業が１，沖
合カゴ縄漁が３，定置網漁が１，沿岸刺網漁が６
の計11である．このうち，刺網漁を行う経営体は，
主として３〜５トン程度の漁船で漁業を行う家族
経営である．一方，サンマ棒受網漁を経営する北
洋漁業とベニズワイガニを漁獲対象とする沖合カ

写真２　黒部市生地地区における防火を祈願して
奉る秋葉宮

　家屋が密集していることから，防火のための秋葉宮
が集落内の狭い路地に奉られている．

� （2012年９月14日　橋爪撮影）

写真３　黒部市生地地区における四十物町にある
弘法の清水

　清水は，写真のように夏季になるとスイカを冷やし
たり，洗い物に利用されるなどの生活用水になるほか，
各種の醸造業や蒲鉾加工にも用いられる．

� （2012年９月14日　橋爪撮影）
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ゴ縄漁，定置網の経営体は，大型の漁船で多くの
労働者を雇用する法人経営体である．くろべ漁協
の組合員は，経営者のみならず雇用者も組合員と
なる．そのため，専業経営体の数が11であるにも
関わらず，正組合員の人数が78と多い．また，上
に挙げた漁業種類のほかに，バイガイやエビを漁
獲対象とする沿岸カゴ縄漁とタチウオを漁獲対象
とする延縄漁がそれぞれ２つの経営体によって，
フクラギ（ブリの幼魚）やハマチを漁獲対象とす
る曳縄漁（トローリング）が12の経営体によって
副業として営まれている．とりわけ曳縄漁は，平
日にはサラリーマンであるが土曜日曜のみ漁業に
従事する兼業漁業者によっても営まれている．

第３表は，2010年度の黒部地区における魚種別
漁獲金額を示したものである．現在，黒部地区に
おいて最も漁獲金額が多い魚種は沖合カゴ縄漁で
漁獲されるベニズワイガニであり，次いで刺網漁
で漁獲されるヒラメやマトウダイである．一方，
アジ類やアオリイカ，フクラギ，カワハギは，定
置網で漁獲される魚種であり，漁獲数量が多いこ
とに特徴がある．現在のくろべ漁協では，沖合カ
ゴ縄漁（カニカゴ漁），定置網漁，沿岸刺網漁といっ

た漁業種類が漁業の柱となっている（第２表）．
一方，現在サンマ棒受網漁を行う北洋漁業の経営
体は，黒部漁港に水揚げすることはないため，属
地の漁獲統計には現れない．

第６図は，2012年度のくろべ漁協の沿岸漁場と
漁業権の範囲を示したものである．現在，くろべ
漁協の漁業経営体が営む漁業種類のうち，刺網漁，
曳縄漁，沿岸カゴ縄漁は沿岸の漁場で行われる．
刺網漁は共同漁業権漁業であり，曳縄漁は釣漁の
一種として自由漁業となっており，沿岸カゴ縄漁
は知事許可漁業である．共同漁業権は，黒部川河
口，生地鼻灯台，二ツ屋橋，石田漁港を基点とし
て範囲が定められており，最も陸域に近い範囲と
なっている．黒部川河口の西には，カゴ縄漁の漁
場がある．曳縄漁は，漁船を走らせながら操業し
なくてはならず，刺網などの定置性漁具を仕掛け
ておく漁業と漁場を分けるようにして，沖合２〜
３km 以遠が漁場となっている．また，沖合カゴ
縄漁は，上記の沿岸漁業よりさらに沖合の富山湾
内や能登半島沖を漁場としている．

以上のように，現在のくろべ漁協の漁業経営体
は，北洋漁業，沖合カゴ縄漁，定置網漁，沿岸刺
網漁を主とする個人経営体といった４つのタイプ
に分けることができる．以下では，それぞれのタ
イプごとにその経営実態をみていく．

Ⅲ－３　生地地区における漁業経営の実態
１）北洋漁業
かつて生地地区で北洋漁業を行っていたのは４

社あったが，Ａ水産だけが現在も経営を継続して
いる．富山県内では他に，入善町に１社，魚津市
に２社が現在も遠洋漁業の経営を行っている．生
地地区では富山県内でも比較的古くから樺太や北
海道へ出漁する者が多く，彼らは第二次世界大戦
前から動力船を保有して北洋に出漁し，衰退する
地曳網の網元に代わり，地域内で力を持つように
なった．北洋漁業の経営者は，生地地区北部の人
が中心であり，主として利尻島で操業していた．

Ａ水産は，現在の経営主で三代目であり，創業
130年目となる．現在の経営主は，1981年から社

第３表　黒部地区における魚種別漁獲高お
よび数量（2010年）

� （くろべ漁協提供資料により作成）
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長に就き，1986年から漁協の理事となり，1990年
から組合長になっている．初代は，1906（明治
39）年に樺太へ出稼ぎに行き，後にタラ延縄漁・
ニシン定置網漁の経営を始めた．当時の漁業経営
の主力はタラ延縄漁であった．第二次世界大戦後
になると，現経営主の父が経営を引き継ぎ，利尻
島を拠点にタラ延縄漁を行っていた．利尻島の沓
形地区に拠点があり，現在でも土地を保有してい
る．1950年から漁業許可を取得し，サケマス流し
網漁を始めた．サケマス流し網漁に参入したのは，
富山県内では早い方であり，８月まではサケマス
流し網漁を行い，９月から12月まではイカ一本釣
り漁を，その後はタラ延縄漁を行っていた．1953
年の利尻島災害の際，利尻島に漁船を５隻保有し
ていた．その後，漁の安全を図るため，漁船数を
減らし，個々の漁船を大型化した．第二次世界大
戦直後は，２隻の漁船で経営していたが，最盛期
の1960年代には７隻の漁船を有するようになり，
拠点を根室に置いていた．1971年にタラ延縄漁を
撤退し，利尻島での操業を中止した．1975年以降

は，根室のみを拠点とし，日本海マス流し網漁が
２隻，中部サケマス流し網漁が１隻の操業となっ
た．それらの漁期以外の時期には，イカ一本釣り
漁を行っていた．1981年に現経営主が社長に就く
と，日本海マス漁に従事する漁船を減らし，イカ
釣り用の漁船を中古で２隻購入した．1985年から
1992年までは，日本海マス流し網漁を１隻，中部
サケマス流し網漁を１隻，イカ流し網漁を３隻で
操業しており，なかでもイカ流し網漁が経営の中
心であり，全体の生産額も1992年がピークであっ
た．

しかし，1992年に日本・アメリカ・カナダ・ロ
シアの四か国で「北太平洋における遡河性魚類の
系群の保存のための条約」が調印されたことによ
り，公海でのサケマス流し網漁が禁止された．そ
のため，それまで公海で行っていた中部サケマス
流し網漁は，日本の排他的経済水域内または，ロ
シア資本と合弁企業を組織しロシア排他的経済水
域内で行うかに限られることとなった．Ａ水産で
は，それよりも早く，公海での中部サケマス流し
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第６図　黒部市生地地区における沿岸漁場と漁業権の範域（2012年）
注１）	 引縄漁とカゴ縄漁は知事許可漁業である．
� （くろべ漁協資料により作成）
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網漁を1989年で止め，1991年から日ロ合弁企業で
の操業に切り替えていた．また，1992年にはイカ
流し網漁も禁止となったため，イカ流し網用の漁
船３隻を減らし，1993年から99トンの漁船２隻を
購入し，イカ一本釣り漁を主業とするようになっ
た．1993年からは，サンマ棒受網漁も開始してい
る．この時期には，1989年から開始していたマ
グロ延縄漁に加えて，合弁事業，サンマ棒受網
漁，日本海マス流し網漁，イカ一本釣漁を経営し
ていた．その後，1997年までに漁獲量が拡大する
が，燃料費がかかりコストを圧迫したことや，ロ
シア経済水域内での漁業操業規制も進んだことも
あり，その後は漸次経営部門を縮小していった．
2001年にはイカ一本釣漁を止め，2002年を最後に
マグロ延縄漁と合弁事業によるサケマス流し網漁
も中止した．

現在，Ａ水産は秋から冬にかけてのサンマ棒受
網漁のみの経営となっている．雇用していた乗組
員は最盛期には46人程度いたが，現在は乗組員17
人と事務員４人を雇用している．人員は，元々は
生地地区の人を雇用していたが，YKK などの新
たな雇用先が生まれると，地元の人を雇用するの
は難しくなった．そのため，乗組員として秋田県
西目町の人を雇用するようになった．また，遠洋
漁船では漁労長を頂点に，船長，局長，機関長，
一等航海士，機関部員４人，甲板長，船員９人程
度の組織が構成されなくてはならない．船長は四
級航海士，局長は一級無線士，機関長は三級機関
士，一等機関士は四級機関士の資格が必要とな
る．そのため，現在ではそうした航海士・機関士
等の有資格者が少なくなっており，人材を集める
ことが難しくなっている．漁船は常時宮城県気仙
沼に置いているが，東日本大震災で被災し，これ
を2012年に復旧させた．

現在，Ａ水産ではくろべ漁協の組合長でもある
社長の発案の下，海沿いにある事務所を「北洋の
館」とし，北洋漁業やＡ水産の歴史を説明したパ
ネルや，北洋漁業の漁船で実際に使用していた機
器類を展示している．観光客が北洋漁業の歴史を
学べる場を提供することで，地域活性化に寄与す

ることを目的としている．

２）沖合カゴ縄漁（カニカゴ漁）
沖合カゴ縄漁は，主として，ベニズワイガニを

漁獲する．別名カニカゴ漁とも呼ばれる（以下，
カニカゴ漁と呼称）．生地地区では，現在３つの
経営体が沖合カゴ縄漁を操業している．10トン程
度の漁船に５～６人が乗り込み操業する．黒部地
区では，経営体数が少ないにも関わらず，カニカ
ゴ漁で漁獲されるベニズワイカニは漁獲金額・漁
獲量ともに多い（第１表，第３表）．

カニカゴ漁は知事許可漁業である．カニカゴ漁
は富山県魚津市が発祥地とされ，当初は秋田沖ま
で出漁していたが，現在は富山湾内や能登半島沖
での操業となっている．能登半島沖での操業の場
合，夕方に生地地区を出漁し，朝方に操業する．
水揚後は，漁獲されたベニズワイガニを真水でし
めてから，漁協所有の加工施設でボイル処理し，
湧水で冷やす．黒部川扇状地の湧水帯に位置し，
湧水の質・量ともに優れていることから，生地地
区のカニの食味には定評がある．以前は，カニの
ボイル処理に際して，地区内の水産加工業者（干
物・練物製造が主）に委託していたが，業者の営
業時間に合わせなくてはならず，鮮度管理が困難
であった．現在では，漁協がカニ加工場を建設し，
漁業者自らが加工作業に従事している．

カニの漁期は，禁漁期である６〜８月を除いた
期間である．くろべ漁協では資源保護の観点から
他地区より一か月禁漁期を多くとっている（第７
図）．そのため，禁漁期が明けた９月にはカニが
豊富に漁場に存在するが，冬季になれば１ケース
当たりの単価が高騰するので，質の良いカニは冬
季まで獲らないように漁協が指導している．経営
体によって，禁漁期間は，バイ貝を漁獲対象とし
たバイカゴ漁を行う．

後述する「魚の駅　生地」による水産物の直販
の取り組みにあって，ベニズワイガニは，訪れる
消費者や観光客にとっても魅力的な商品であり，
秋から冬にかけての生地地区の重要な味覚の一つ
となっている．
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３）定置網漁
黒部市では1990年頃には６ヶ統の定置網が存在

していたが，その後２ヶ統まで減少し，現在操業
を続けているのは生地地区の南にある石田地区に
設置されたＴ定置のみである．Ｔ定置は1991年に
台風による高潮で網を流され，厳しい経営に直面
したが，地元の建設会社が大部分を出資して1994
年に再建された．ほかにもくろべ漁協が仲介した
生地地区の漁業者ら約30人の出資者がいるが，出
資金比率からみればわずかである．かつて存在し
たもう１ヶ統は，黒部川河口のすぐ南にある荒俣
地区地先のＡ定置で，潮流が速かったため何度も
網を流されてしまうことから，漁獲量は多かった
が倒産した．ちなみに近隣の入善町には定置網が
１ヶ統あり，漁獲物は黒部漁港で水揚げされてい
る．

ここでＴ定置の操業の実態を示す．黒部地方卸
売市場では築地市場への輸送時間を考慮して，朝
４時と早い時間にセリが始まる．そのため，Ｔ定
置の乗組員は午前１時に番屋に集合し，黒部漁港
を出港する．海上での作業には，網を寄せて魚を
水揚げする19t 程度の漁船と，網を持ち上げる５
t の漁船の計２隻を用いる．定置網漁に使用する

漁船は大きく，黒部漁港から富山湾に至る水路上
に架かる生地中橋を開けないと通過することがで
きない．生地中橋は富山県営の旋回可動橋で，く
ろべ漁協に管理が委託されている．橋には６人が
交代で24時間常駐し，携帯電話で連絡し，随時橋
を開閉できる体制をとっている．ただし，路線バ
スの通行が最優先とされ，バス通行時間帯と漁船
の出入港が重なった場合は，漁船がバスの通過を
待つことになる．定置網漁の漁場までは黒部漁港
から10分程度で到着し，順番に仕掛けた網を揚げ
る作業を行う．この作業にはおよそ２時間程度か
かり，午前４時前に帰港する．帰港後は魚種と大
きさで魚を選別する．主たる漁獲魚種はアジ類で
あり，ホタルイカ，ヒラメやフクラギ，カワハギ
も混獲される．また，近年ではエチゼンクラゲが
網にかかることがあり，網を破るなどの被害が発
生している．選別作業は市場が開く午前４時に間
に合わせるのが理想であるが，豊漁時はセリが始
まってからも選別作業が続けられる．特に秋から
冬にかけてはフクラギや寒ブリが豊漁となるた
め，選別作業に多くの時間を要する．選別した魚
は発泡スチロール製の箱に入れてセリに出すが，
水揚げ量が多いときはプラスチック製の箱を使用
する．夜が明けてからは，網の修繕などの陸上作
業を行い，昼頃に解散となる．

現在のＴ定置の乗組員は12人であり，年齢構成
は40代が１人，50代が２人，60代が３人，70代が
６人である．そのうち生地地区に居住するのは７
人であり，他は黒部市内の石田地区や朝日町から
来ている．乗組員はいずれも漁協の正組合員と
なっている．築地市場に合わせて，日曜，祝日，
月２回の水曜と悪天候の日は休日となる．Ｔ定置
乗組員の給料は固定制の日給と年２回の特別手当

（ボーナス）である．なお，海が荒れて出漁でき
ない場合でも，日給の３分の１の報酬が支給され
る．

Ｔ定置は，最も若い乗組員でも40歳と，高齢化
が進んでいる．しかし，比較的安定した水揚げが
望めるのであれば，新規就漁を希望する若手漁業
者が漁業経験を積む場となることが期待できる．

１月２月３月４月５月 ６月７月８月９月 10月 11月 12月
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第７図　黒部市生地地区における漁業暦（2012年）
� （聞き取り調査およびくろべ漁協資料により作成）
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４）沿岸刺網漁
2010年の沿岸刺網漁の経営体数は７であった

が，休業している経営体が１つあるため，2012年
現在において専業で操業している経営体は６であ
る．いずれの経営体でも高齢化が進行しており，
最高齢は75歳である．刺網漁は家族経営で営まれ
ており，１〜３人で操業する．刺網漁は共同漁業
権漁業であるため，共同漁業権漁場で操業する（第
６図）．生地地区における刺網漁場は，現在，７
つの漁場に分けられ，漁業者間の不公平をなくす
ため，輪番で使用するように取り決められている

（第８図）．漁場は北から，「山丁の下」，「赤玉の下」，
「川七間の下」，「浜恵丸の下」，「巳の助間の下」，
「佐七間の下」，「二ツ屋川」と呼ばれている．漁
場は，海上から確認することのできる個人の家や
火除宮，ならびにそこから海側へ伸びる小路を目
標物として認識されている．川七間の下，浜恵丸
の下は，それぞれ以前は大町火除，願楽寺という
漁場であった．また，山丁の下は灯明の下と西の
宮下に分かれていたが，経営体の減少を受け2012
年に統合された．漁獲魚種は季節によって変動が
あるが，アカガレイ・ヒラメ・キジハタなどを主

要魚種としており，漁師間での情報交換が頻繁に
行われている．聞取りによれば，１経営体あたり
の平均的な年収は1,000万円程度であり，そのう
ち20〜30％が燃油代等の必要経費となるという．
刺網漁に用いる網は従来綿糸であったが，現在は
化学繊維に代わり，特にナイロン製が主流である．

ここで，沿岸刺網漁の現役漁師であるＤ氏の事
例を示す．Ｄ氏は71歳で3.64t の漁船を所有して
いる．荒天で操業できない日を除いて，市場の休
業日であっても毎日出漁しているので，年間での
操業日数は230日程度である．現在，後継者はなく，
孫は漁業者になることを望んでいない．妻は1985
年までパート勤務をしていたが，現在は漁網の手
入れを手伝うことを除いて，家事に専念している．

Ｄ氏の祖父は本家筋であったため地曳網漁に携
わっていたが，父は分家したため地曳網漁には参
加できなかった．父はツケと呼ばれる釣漁と手繰
網漁を行っていた．父が1955年頃に始めたツケ漁
は，孟宗竹を３本海に浮かべ，縄に付けた稲わら
を竹に下げて虫を集め，その虫に寄ってきたフク
ラギを釣り上げる漁法である．

Ｄ氏は中学卒業後の1957年に生地地区の人が

第８図　黒部市生地地区における沿岸刺網漁の漁場利用図
注１）	� 個人の住宅が目標物となっている場合は名称を記載していない．
� （聞き取り調査およびくろべ漁協資料により作成）
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所有する50t 程度の漁船に乗り，４月から８月の
間，根室へ出稼ぎに行き，イカ一本釣漁に従事
した．その後は，実家の漁業を手伝うかたわら
YKK やクリーニング店，鉄工所などの職場を経
験し，1967年から主に沿岸漁業に従事するように
なった．並行して，1973年頃までは不定期で北洋
漁業に出稼ぎに行くこともあった．1971年頃にな
ると，父が中古の木造の動力船を購入し，通年で
刺網漁を行うようになった．この頃には，ツケ漁
は採算がとれなくなっていたので中止した．また，
同じ時期には，兄も北洋漁業への出稼ぎを止め，
Ｄ氏・父・兄の３人で漁業を行った．

1973年に父が亡くなり，1975年に兄が3.8t の新
造FRP 漁船を購入した．この頃，３月から６月
までは２艘の船曳漁でサヨリを獲り，６月から８
月まではイカ釣漁，９月から11月までは刺網漁，
12月から３月までは４人乗りの船曳漁でハナダ
イ・カワハギ・ヤリイカ・アジ・タイを獲ってい
た．船曳漁は他の漁師と組んで操業する漁であり，
分け前を巡って口論が起きることもあった．昼間
に行われるサヨリ漁は，Ｄ氏と他の漁業者の２艘
で出漁し，帰港後に組んでいた相手の５t 船にＤ
氏の兄ともう一方の漁業者が乗り，夜イカ釣漁へ
出かけた．当時，イカ釣漁を行っている者は少な
く，最高で20杯１ケースが１万８千円を記録する
こともあった．しかし，1981年頃になるとイカの
価格が１ケース3000円まで下落したため，イカ釣
漁を止め，６月から８月までは刺網漁に転換した．
1983年に兄が44歳で亡くなり，２年間は兄の漁船
で操業していたが，1985年に自分の漁船を購入し
た．兄が亡くなったこともあり，1988年に２艘曳
でのサヨリの船曳漁を中止したため，３月から11
月までは刺網漁，12月から３月までは船曳漁を
行った．刺網漁では，ヒラメ・キジハタ・ハチメ

（メバル）・ホッケを獲った．当時，船曳漁ではカ
ワハギなどが大量に獲れており，季節的に北洋漁
業への出稼ぎから生地地区に帰ってきた人を乗組
員として雇用していた．冬季の船曳漁は長い間続
けてきたが，2006年頃，北洋漁業の衰退とともに
北洋への出稼ぎに行く人もなくなり，乗組員の確

保が困難となったため終了した．
現在Ｄ氏は，通年での刺網漁のほか，夏季には

カゴ漁でミズダコを獲っている．アカムツやキジ
ハタは５〜８月が，ヒラメは11月〜５月が主な漁
期となっている（第７図）．刺網漁では，毎日網
揚げを行い，カゴ漁は１日おきに揚げている．冬
季は３日おきに網揚げを行っている．出漁は午前
１時から２時頃までで，網を揚げた後，すぐに新
しい網を設置して午前３時から４時頃までの間に
帰港する．帰港後は網から魚を外してセリに出す
か，市場が休業日の場合は漁協の冷蔵庫で保管す
る．その後網の手入れ等を行う．刺網漁で使用す
る網は，賃貸料を漁協に支払って漁港の近くにあ
る漁協の倉庫で保管される．自宅での作業は網作
りのみである．刺網漁に用いる小型漁船は，生地
中橋を開けなくとも通過できる大きさである．

別な地域，例えば魚津港などでは刺網漁を行う
際，魚種に関わらず，一漁船につき網を一ヶ統ま
でと制限がされるが，生地地区の場合は，ヒラメ
以外の魚種には統数に制限がない．ヒラメはかつ
て高値で取引されていたため，一つの経営体につ
き一ヶ統と制限がされているが，現在では採算が
合わない魚種となってきたため，むしろ積極的に
ヒラメ刺網漁を行っている経営体は一つの経営体
を除いてない．Ｄ氏も現在ではヒラメ刺網漁は止
めてしまっている．

Ⅳ　漁村文化資源を活用した地域活性化の取り組み

これまでみてきたように，現在生地地区では，
漁業経営体の減少と高齢化，後継者不足が問題視
されている．水産物の高付加価値化と漁家経営の
改善が今後の課題となっており，具体的な方策と
しては，生地地区における漁村文化資源を活用し
交流人口の増大を図ることでの地域活性化と，漁
協による水産物の直販事業である．そこで以下で
は，生地地区で現在試みられている地域活性化の
導入経緯と，漁協による水産物直販事業の展開，
漁村文化資源を活用した地域活性化の取り組みに
ついて述べていく．
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Ⅳ－１　地域活性化の導入経緯
生地地区における漁村文化資源を活用した地域

活性化の取り組みは，黒部市の観光開発の一環と
して推進された．第４表には，その導入と展開の
経緯を示した．

黒部市では第二次産業への就業者が全就業者の
42.8％と高いが，漁業やその他の産業の相対的な
衰退，大型小売店舗の郊外への出店による中心商
店街の衰退といった全国的に共通する問題がみら
れたことで，1994年から黒部市商工会議所を中心
に地域活性化策が議論されてきた．こうした中で，
まちづくりのビジョンとして観光資源の開発によ
る交流人口の増加が目指されることとなった．し
かし，2006年に宇奈月町と合併する以前の黒部市
は，旧桜井町と旧生地町から成る市であり，近隣
の宇奈月町が宇奈月温泉や黒部峡谷トロッコ電車
といった全国的知名度を持つ観光地やアトラク
ションを擁することから観光地としてのイメージ
が強い反面，富山県内でも観光地としてのイメー
ジは最も乏しかった．このような経緯から，1999
年に旧黒部市の観光協会が主体となって「観光中
長期ビジョン策定委員会（以下，観光ビジョン）」
が組織され，地域資源を観光に活用することによ

る地域活性化の方途が定まった．観光ビジョンは，
２年間の活動を経て，2001年に報告書を提出して
いる（黒部市観光協会，2001）．

まず，この観光ビジョンでは，観光協会が主体
となり，黒部市が持つ特徴的な魅力を明らかにす
るために観光資源調査が行われた．調査に際して
は地域の郷土史家や教員などの有識者および各種
団体に依頼するなど，多くの市民の協力を仰いだ．
調査を通して，378件の地域資源を集めることが
でき，それらを①豊かな自然風土（ビュースポッ
トや植物，湧水，海，川，山といった自然資源），
②まちなかの暮らし（清水や漁村景観など生地地
区に代表されるまちなかの暮らしとそのたたずま
い・まちなみ），③伝統文化（祭礼・芸能など民
俗行事，民話・伝説，文学碑・彫刻，文化財・史跡・
寺社，地場産業など），④豊かな食文化（新鮮な
魚や地域の特産加工品など）といった４つの性格
に分類した．観光ビジョンでは，集められた観光
資源をもとに黒部市の持つ魅力ある要素を「豊か
な自然と人々の暮らしが織りなす姿」として掲げ，
従来の物見遊山的なマスツーリズムではなく生活
体験型・滞在型観光といった視点から，地域の歴
史・文化・自然を「体験・学習できるまち」を提

第４表　黒部市生地地区における漁村文化を活用した地域活性化の取り組み

� （聞き取り調査により作成）
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供していくことにした．その中で，具体的な観光
アトラクションとして考えだされたのが，実際の
地域を観光客が自分の足で自由に歩いて巡りなが
ら，地域の歴史・文化を学ぶことのできる「まち
歩き観光」であった．

そこで，自然風土や歴史文化，産業，イベント
などの地域資源を巡回することのできるモデル
コースとして黒部市内に15コースを設定したが，
その一つとして狭い路地と密集した家屋に印象づ
けられる生地地区が「生地・観光まちづくりモデ
ル地区」として選定された．モデル地区では，そ
の後の観光資源として事業化する際の地域資源や
ルート評価のために，2000年に地域住民・市職員
による第一回の生地まち歩きが行われた．2001年
には市民から観光ボランティアを募り，その研修
が行われた．また同時期には，地元住民の観光に
対する理解を深めるために，生地住民を主体とし
たまち歩きイベントも行われた．2002年からは，
まち歩き観光が事業化され，第一回まち歩きフェ
スティバルが催された．また，地元の女性を中心
としたボランティアにより，「黒部観光ボランティ
アの会」が組織された．観光ガイドは基本的にボ
ランティアであるが，イベントの際などには市か
ら謝礼が出ることになっている．2003年には伝統
料理の紹介や体験，生地地区内の水産加工業で蒲
鉾製造や昆布加工といった特産品の製造工程を見
学できるような産業観光も観光資源に盛り込まれ
た．さらに，生地地区内の観光資源を示したまち
歩きマップが作られた．2004年には後述する「魚
の駅　生地」の開業により，観光客の休憩所や食
堂，駐車場施設が整備され，観光客の受け入れ体
制が強化されることとなった．

第９図は，黒部観光ボランティアの会がガイド
を行った観光客数と団体件数の推移を表したもの
である．事業開始初年度である2002年には団体は
23件，観光客は3,037人であったが，その後，順
調に実績を伸ばし，2010年には団体は298件，観
光客は10,975人になった．現在，生地地区は黒部
市の観光業における重要な拠点となっており，宇
奈月温泉と黒部峡谷を除くと黒部市内の観光資源

において最も多くの観光客を集めている．

Ⅳ−２　「魚の駅　生地」による漁協直販の展開
前述したように現在のくろべ漁協の漁業は，経

営体数の大幅な減少と高齢化，後継者不足といっ
た諸問題に直面している．その背景には黒部地区
で水揚げされる魚種は数が多いがそれぞれが少量
であるため，規格化され，品目ごとに一定量の
ロットが確保されていることを前提とした大手量
販資本との取引では不利な点が多いことが挙げら
れる．そこで，くろべ漁協では，資源管理の意識
を高める上でもまずは魚価の向上と漁家経営の安
定が第一との考えから，漁業の活性化を目指すに
あたって，水産物の流通と加工の改革を行うこと
にした．そこで2001年５月に，黒部地区の漁業者
と黒部市商工会議所，黒部市観光協会，地区振興
会，消費者代表からなる「くろべ漁協直販施設検
討委員会」が組織された．その後３年の準備・工
事期間を経て，2004年に①生産者による生鮮魚の
直接販売および生地地区の魚貝類の情報発信，②
漁協の加工品および黒部市の特産品を販売する物
産館，③漁業情報の発信やまち歩き観光の拠点，
④地元の水産物を使用した観光客向けの食堂，⑤
漁家・地域の女性の参加による地域食文化の継承
の場，という５つの目的を兼ねた水産物直販施設
である「魚の駅　生地」が開業した．「魚の駅　

第９図　黒部観光ボランティアによる観光客の受
け入れ件数および人数（2002〜2010年）

� （黒部市役所提供資料により作成）
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生地」の当初の目的は，水産物を直販することに
よる漁業の活性化であったが，時期を同じくして
生地地区をモデル地区とした黒部市によるまち歩
き観光の取り組みも始まっていたこともあり，休
憩施設や食堂，駐車場を兼ねた観光客の受入施設
としての機能も果たすような地域的要請も多分に
影響した．「魚の駅　生地」が建設された場所は，
かつて漁船を修理するためのドックがあった場所
であり，船着き場のすぐ奥となっている（第５図，
写真４）．

「魚の駅　生地」は，「とれたて館」と「でき
たて館」から構成される．「とれたて館」では，
毎朝黒部漁港で水揚げされた魚貝類や，干物など
の加工品，黒部市の特産物が販売される．他方，「で
きたて館」は，黒部漁港に水揚げされた地魚料理
を楽しむことのできる食堂および居酒屋となって
いる．現在，従業員は正規職員が８人で，パート
タイマーが25人である．正規職員は漁協の職員で
もあり，「魚の駅　生地」が開業してから４人が
増員された．それぞれの内訳は，とれたて館では
正規職員が６人，パートタイマー13人，できたて
館では正規職員２人，パートタイマー12人が勤務
している．いずれも基本的には生地地区または黒
部市内出身の人を雇用するようにしているが，魚

津市から通勤する者も１人いる．
「魚の駅　生地」による水産物の直接販売の利

点として，第一に直接販売による魚価の上昇が挙
げられる．「魚の駅　生地」では，当初，漁協も
市場も通さずに，漁業者自らが「できたて館」内
でのブースで各自が漁獲した水産物を販売するこ
とを目的にしていた．それを通して，漁業者の水
産物の適正価格に関する理解を深めることが狙い
であった．しかし，夜中の操業を行った後に，店
頭に立って販売まで行うと，労働時間が長時間に
なってしまうことから，個人の経営体から賛同を
得ることができなかった．現在，唯一カニカゴ漁
の経営体一社のみが，できたて館内でのブースで
ベニズワイガニを販売している．そのため，現在，
できたて館内における鮮魚の販売はくろべ漁協に
よって行われている．鮮魚は，毎朝黒部地方卸売
市場（黒部漁港）に水揚げされたものを，漁協が
競り落とすことで提供される．富山県の水産物地
方卸売市場は，通常，漁協がその開設者となって
いるが，黒部地方卸売市場は，運営は市であり，
漁協と仲買人の組合組織である生地魚市商業協同
組合が卸売業者として参入している．そのため，
漁協が直接販売をすることで，魚価の上昇につな
げるという「魚の駅　生地」の取り組みは，計画
当初は生地魚市商業協同組合に受け入れられるも
のではなかった．３年に及ぶ協議の末，くろべ漁
協が直販することのできる数量を，年間の水揚げ
全体の25％と制限するという折衷案で妥協するこ
とができた．しかし，翌日が市場の休業日である
土曜日に水揚げされた水産物や，規模の小さい漁
業者が釣漁などでわずかに漁獲した水産物を，く
ろべ漁協が市場を通さず直販用として扱うことを
除いて，実際はくろべ漁協も仲買人として市場で
他の仲買人と対等に競り合っている．このように
積極的にくろべ漁協がセリに参加することで，魚
価の維持・上昇に結びつき，さらに少量の魚種で
も買値がつくといったように漁協による買い支え
につながっており，漁業者からは「魚の駅　生地」
の直販事業を評価する声が多い．また，近年では
多くの観光客を集めるなかで，顧客のニーズを受

写真４　黒部市生地地区の「魚の駅　生地」

　奥に見える建物は，鮮魚や加工品等を販売する「と
れたて館」であり，右手の建物は食堂の「できたて館」
である．二つの建物の間には，ベンチやテーブルが複
数置かれ，オープンスペースになっており，利用者や
観光客の休憩スペースとなっている．

� （2012年9月12日　横山撮影）
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けブリなど黒部漁港で調達が困難な魚種について
は，新湊や魚津などの市場に仕入れ担当者が赴き，
競りに参加して確保することもある．このように，

「魚の駅　生地」は，魚介類の販売施設として生
地地区のみならず，富山県という広域的範囲に経
済的影響をもたらす可能性がある．さらに，「魚
の駅　生地」を通した直接販売のメリットの一つ
に，未利用魚の有効利用が挙げられる．例えば，
水揚げ時に足が折れてしまったベニズワイガニな
どは大手資本に敬遠され，単価が下がってしまう
が，直販であれば，消費者に品質を説明してその
まま販売することや，ほぐし身にして売るなどの
取り組みが可能である．また，ロットが少なく，
見た目は悪いような魚，例えば豆アジなども直販
であれば料理法を消費者に伝えるなどして販売す
ることが可能である．

「魚の駅　生地」での取り組みの一つに，魚食
文化の普及や情報発信がある．生地地区では，魚
の一夜干しや干物のことを「塩物（しおもん）」
と呼んでいる．現在は，漁協内の漁業者組織であ
る女性部がそれぞれの魚に合う作り方で一夜干し
を加工している．季節によって，ヒラメやマトウ
ダイ，ヤリイカやアオリイカ，ゲンゲ，ギスといっ
た通常スーパーマーケット等では販売されないよ
うな珍しい一夜干しも提供している（写真５）．
また，生地地区では北海道や樺太への出漁や漁業
出稼ぎを通じてそれらの地域とのつながりが深
かったため，魚食文化の上でも「干鱈」や「棒鱈」，

「氷下魚」といった北海道の食文化の影響が色濃
く見られる．そのため，加工品でもこれらを販売
するとともに，生地地区の歴史や北海道・樺太と
のつながりを説明するボードを店内に掲示するな
どして，生地地区の魚食文化の普及を図っている．

「魚の駅　生地」は，観光客のまち歩きの拠点
としての性格も持つものであることから，まち歩
き観光の観光客の増加に伴って，売り上げも2009
年まで順調に伸びて来た（第10図）．そのためく
ろべ漁協の部門別売上に占める直販部門の割合は

「魚の駅　生地」の開業以来，急増している（第
11図）．「魚の駅　生地」の売り上げは，2010年以

降，横ばい状況になっている．売り上げの内訳は，
2011年現在で生鮮品と特産品で約70％と大半を占
めており，食堂が約16％，加工品が約９％を占め
ている．現在，「魚の駅　生地」には，年間約25
万人が訪れる．しかし，観光客の発地とその内訳
をみると，その70％ほどが富山県内からの客であ
る（第12図）．なかでも黒部市や魚津市，入善町
といった隣接する市町村からの客が最も多い．「魚
の駅　生地」は，観光施設ではなくあくまで魚介
類の直販施設であるとの考えから商圏として半径
30km 程度を想定しており，客のなかには観光客
もいるものの，客層の多くは水産物の購入を目的
に来るリピーターである．残りは，宇奈月温泉な
どに観光に来た県外からの客であり，宇奈月温泉
の旅館のなかには，バスで「魚の駅　生地」に観
光客を送迎するものもある．

Ⅳ−３　漁村文化資源の観光資源化
１）漁村文化ミュージアムIKUJIプロジェクト
前述のように黒部市の観光開発において，生地

地区はまち歩き観光におけるモデル地区となると
ともに，「魚の駅　生地」の開業によって，黒部
市内を巡る広域観光の拠点としての性格が強化さ
れたことで，黒部市における重要な観光地となっ
た．

写真５　黒部市生地地区の「魚の駅　生地」で販
売される塩物

　カレイ，コボダラ，ホッケ，カワハギ，アカイカな
ど多種多様の塩物が販売されている．

� （2012年９月14日　横山撮影）
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そこで，2008年には内閣府の補助金である「地
方の元気再生事業」の助成を受けて，生地地区の
漁業文化資源を観光等に活用して，地域活性化と

交流人口の促進を図ることを目的とした「漁村文
化ミュージアムIKUJI プロジェクト」が事業化さ
れた．この事業は，「食べ歩けるまちづくり」，「ま
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第10図　黒部市生地地区の「魚の駅　生地」の売
上推移

� （くろべ漁協資料により作成）

第11図　くろべ漁業協同組合の売上推移
� （くろべ漁協資料により作成）

第12図　黒部市生地地区の「魚の駅　生地」への来店者の発地
� （くろべ漁協資料により作成）
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ち全体が博物館」，「出会いのあるおもてなし」の
３つの取り組みを軸に，生地地区をめぐる観光
コースを３つ増やし，まち歩き観光の充実を図る
ことを主たる目的としている．「食べ歩けるまち
づくり」では，地域の食文化や特産品の発見・再
評価，観光客への提供形態の考案，食べ歩きコー
スの設定が検討された．地区内には蒲鉾製造業者
や酒造業者，鮮魚店，水団子屋といった地域の特
産物を扱う飲食料品店が存在していることから，
まち歩きの最中に，観光客が気軽に立ち寄りなが
ら食を楽しめるように，地元の関連業者の理解を
得ながらまち歩きコースに盛り込むことが試みら
れている．

また，「まち全体が博物館」の取り組みでは，
生地地区全体を漁業文化ミュージアムタウンと
し，地域資源の情報集約と見学拠点の整備が行わ
れた．具体的には，地域内に眠る漁業資料を発見
するとともに，古老に過去の漁業や漁村生活，北
方四島での暮らしについて聞取りを行い，それら
を収集・整理して資料館を整備することを目的に
した．また，地区内に数多く分布するその他の歴
史・文化的な地域資源の点検と，さらなる魅力向
上策，空き家の観光活用が検討されている．例え
ば，観光資源の案内版を設置・拡充して，周遊ルー
トを改良するなどの方策が試みられている．これ
により2010年には，地区内に空き家としてあった
元農業協同組合の事務所を，地域の漁業の歴史や
文化に関する史資料を展示する「漁業資料館」と
して活用することとなった．現在，漁業資料館は，
生地まち歩きの際の見学場所として利用されてい
る．

また，「出会いのあるおもてなし」の取り組み
では，地域住民全体で観光客を迎えるという発想
のもと，観光ガイドによる地域住民への地域の歴
史・文化の講習や，ガイドブック・マップの作成
など，ホスト側の意識の啓発や広報体制の改良が
行われた．

このように，現在，生地地区では，行政・住民
が協力して，まち歩き観光の一層の拡充へ向けた
取り組みがなされている．以下では，実際に観光

で用いられているまち歩きマップや聞取り調査を
踏まえて，生地地区における漁村文化資源を活用
した観光資源，ならびに推奨されているまち歩き
ルートや年間の観光イベントなどを記述する．

２）生地地区における主な観光資源
第13図には，実際にまち歩き観光で用いられて

いる「生地まち歩きマップ」をもとに，生地地区
で観光資源として活用している地域資源を示し
た．まち歩き観光では，それらの地域資源を「清
水めぐり」，「名所・歴史めぐり」，「食めぐり」に
大別している．以下では，これら３つの分類に即
して，「清水」，「名所・歴史」，「食文化」と，無
形の地域資源であり観光客を集めている祭礼につ
いて説明する．

（1）	清水
生地地区における代表的な地域資源に，地区内

に複数点在する清水（しょうず）がある．清水は，
黒部川扇状地の伏流水が湧き出る湧水のことであ
る．清水は，古くから地域住民の洗い物や飲料用
として利用されてきた．1985年には，環境庁（現・
環境省）によって，全国名水百選「黒部川扇状地
湧水群」に選定されている．地区内には，北から
①生地温泉の清水，②月見嶋の清水，③源兵サの
清水，④清水庵の清水，⑤生地っこしょうず，⑥
生地第一温泉の清水，⑦名水公園の清水，⑧昆布
屋の清水，⑨魚の駅の清水，⑩弘法の清水，⑪岩
瀬家の清水，⑫絹の清水，⑬殿様清水，⑭弘法の
清水，⑮弘法の清水，⑯神明町の共同洗い場，⑰
神田の清水，⑱中島の清水，⑲田村邸の清水，⑳
前名寺の清水，�みどり町の清水といった21か所
もの清水が分布しており，シモよりもカミに多く
の清水が集まっている（第12図）．学校や私有地
にあるため，⑤，⑥，⑲は非公開であるが，それ
以外の清水は一般の観光客も自由に飲むことがで
きる．聞き取りによれば，観光ビジョン策定のま
ちあるきの際，外部の有識者が最も惹き付けられ
ていたのがこの清水であるという．狭い地域に多
数の清水が分布しているのは，近隣の地域と比べ
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ても特異であり，特徴的な地域資源であるといえ
よう．生地まち歩きのホームページでも「越中黒

部清水の里」と称しているように，まち歩き観光
では「清水」を代表的な観光資源として強調して
いることが伺える．この湧水を利用した産業には，
色鮮やかな鯛の形を成形した生地蒲鉾や，皇国晴
酒造といった酒造業がある．まち歩き観光では，
清水とともに，それに関連する産業も重要な観光
資源となる．

（2）	名所・歴史
「名所・歴史めぐり」としては，神社，仏閣，

名所・旧跡，小祠などが挙げられる．神社では創
建が生地地区で最も古い新治神社や神明社があ
り，後述するたいまつ祭りなどの民俗行事が行わ
れる舞台ともなる．また，多宝院金比羅社は航海
の神である金比羅大権現が祭られており，漁業者
の信仰を集めている．仏閣としては前名寺天満宮，
願楽寺，経妙寺，専念寺，龍泉寺がある．前名寺
天満宮は，藩政期に生地地区の有力者であった旧
家の田村家が創建した寺である．経妙寺は，松尾
芭蕉が北陸行脚の際に立ち寄ったことで知られて
いる．龍泉寺は，左甚五郎の作と伝えられる龍の
彫刻があり，観光客の目を楽しませている．旧跡
としては，旧家・田村家の屋敷や，生地台場跡，
上杉謙信手植えの松などがある．田村家は，近世
に富山湾東部の漁業・海運を統括し，浦方十村を
務めていた旧家である．明治期以降も，当主は国
会議員や県議会議員，生地町長を務めるなど，地
域の有力者であった．ガイドを介して，屋敷の見
学をすることができる．小祠としては，生地の集
落内に点在する秋葉社などの火除宮，水神社，芦
崎西の宮などが挙げられる．秋葉社は，鎮火・防
火の神を奉っており，家屋が密集する漁村景観を
呈する生地地区の性格が伺える．また芦崎西の宮
は，生地鼻灯台横の「ガメ岩」がその起源と言わ
れており，当初はその真っ黒な丸石をご神体とし
て奉っており，地曳網漁に携わる漁業者などの信
仰を集めていたという．

（3）	食文化
まち歩き観光では，食文化も重要な観光資源と
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なる．生地地区の場合，新鮮な魚介類を活用して
多くの店舗で商品を提供している．例えば，二つ
の鮮魚店では，店頭でよこ焼きやたて焼きという
焼き方で魚を焼いており，観光客が希望すれば提
供することも行っている．また，前述した「魚の
駅　生地」では，新鮮な鮮魚類を販売するほか，
地元で水揚げされた魚介類を使用して食事も提供
しており，観光客の憩いの場となっている．これ
ら以外にも，まち歩きマップには一般の飲食店も
掲載され宣伝されている．

また，魚介類を提供する以外にも，生地地区に
は豊富な湧水を活用していくつかの特徴的な地場
産業が存在しており，まち歩き観光における重要
な見学地点となっている．例えば，泉田醤油店や
飯澤醤油味噌店は，地下から汲み上げた湧水を用
いて醤油や味噌を生産している．1887（明治20）
年創業の皇国晴酒造は，地下150メートルから湧
き出る湧水を仕込みに使用している．また，1927

（昭和２）年創業の生地蒲鉾は，色鮮やかに彩色
した細工かまぼこの加工業者である．蒲鉾は鉄分
を嫌うことから，鉄分の少ない湧水は，蒲鉾生産
に適している．生地蒲鉾は，まち歩き観光客をター
ゲットとして蒲鉾作り体験教室や製造工程見学を
行うなど，地域活性化に積極的に取り組んでいる．
また，水団子も湧水が豊富な生地独特の甘味であ
る．水団子は，うるち米と片栗粉を混ぜて蒸し挙
げ小さく成形したものを湧水で冷やしたもので，
きな粉などをかけて食べる．夏季の甘味であり，
お盆のお供えとしても用いられている．

（4）	祭礼
漁村文化ミュージアムでは，地域の祭礼も大き

な観光資源となる．現在，生地地区における大き
な祭礼としては，４月上旬に行われる新治神社の
春祭り，７月下旬に行われるえびす祭り，10月下
旬のたいまつ祭りがある．中でもえびす祭りとた
いまつ祭りは生地地区の二大祭りと称され，2007
年に富山県教育委員会より「とやまの祭り百選」
に選定されている．

「えびす祭り」は，毎年７月の最終土・日曜日

に行われ，大漁と海難無事故を海の神に祈願する
行事である．満艦飾の船体にえびすを乗せ，海岸
を航行する．現在では，えびす祭りに合わせて生
地浜海上花火大会と，しばんば踊り町流しが行わ
れる．花火大会では，沖合200メートル付近から
台船より打ち上げる水中スターマインが多くの観
光客を集めている．

一方，「たいまつ祭り」は，10月26・27日に行
われる祭りである．２台の屋形船と神輿が神明町
にある神明社から新治神社まで町内を巡行し，祭
りの終盤では，燃え盛る松明の中を，勇壮なかけ
声とともに通り抜ける奇祭である．

（5）	まち歩きルートと観光イベント　
生地地区におけるまち歩き観光では，以上述べ

たような，清水，名所・歴史，食文化といった性
質の観光資源を組み合わせて，①名水石仏コー
ス（60分，３km），②名水椎名コース（60分，３
km），③名水生地横断コース（120分，４km），
④名水富山湾遠望コース（120分，４km），⑤生
地ひとめぐりコース（30分，１km）の５つのルー
トを推奨している．①では，「魚の駅　生地」を
出て，多宝院金毘羅社，県道２号線沿いの家具製
造会社を訪れた後，生地地区内の阿弥陀堂に入り，
北から解脱庵，仏海庵，阿弥陀堂由来の石仏尊像，
伝七マの地蔵尊，火除宮，秋葉宮を巡り，漁港の
地下道を通って「魚の駅　生地」へと戻るルート
である．②は「魚の駅　生地」を出て，近世に新
田開発に携わった椎名道三の助言により開削され
た背戸川を通り神明町に入り，旧家・田村家の屋
敷，前名寺天満宮，神明社，願楽寺，漁業資料館
と巡るルートである．①と②も，所要時間１時間
と短めに設定されており，どちらも見学のテーマ
は生地地区の歴史であるが，①は石仏や小祠，②
は近世の生地地区の有力者の事績などにより焦点
が当てられている．また，主として①はシモ，②
はカミに行動範囲が限られている．一方，③と④
は所要時間が２時間と比較的時間に余裕のある観
光客向けのルートである．③は神明町の観光客用
駐車場である神田パークを出て，前名寺天満宮，
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田村家，神明社，願楽寺，漁業資料館と北上し，
生地中橋を通って阿弥陀堂の西の宮，槍が崎灯明
台，北洋の館，生地鼻灯台，生地台場跡，薬師堂，
生地温泉，上杉謙信手植えの松の順に巡るルート
である．④は「魚の駅　生地」を出た後，海底地
下道を通って漁港裏の生地第一温泉に向かい，経
妙寺，専念寺，新治神社，龍泉寺，生地の水神社，
薬師堂，生地温泉たなかや，謙信手植えの松，生
地台場跡，生地鼻灯台，北洋の館，槍が崎灯明台，
西の宮の順に巡り，生地中橋を遠って「魚の駅　
生地」へと戻るルートである．③は，生地地区を
南から北に一通り歩くことができ，④は生地地区
の中でもシモを中心として，寺社や名所旧跡を巡
るルートである．また，⑤は時間に余裕の無い観
光客向けに設定された所用時間30分の短いルート
であり，「魚の駅　生地」を出て，生地第一温泉，
経妙寺，秋葉社，生地中橋，漁業資料館を巡るルー
トである．いずれのルートも，途中で清水に寄る
ことができる．特に，神明町，上町，四十物町と
いったカミを巡るルートの場合は，地域内に清水
が多く分布している．

観光客は，自身の都合に合わせてルートを選択
することができ，「黒部観光ボランティアの会」
のガイドを無料で依頼することができる．ボラン
ティアの大半は，生地地区出身の女性であり，地
域住民の目線から説明を受けて観光を楽しむこと
ができる．まち歩きの移動手段は基本的に徒歩と
されるが，必要に応じて黒部市コミュニティセン
ター等を通じてレンタサイクルを利用することが
できる．

さらに，まち歩きルートを推奨する以外にも，
前述のような観光資源を活用した観光イベントを
設定することで，観光振興を図っている．例えば，
毎年10月７日には「魚食（うおーく）＆歩く（ウォー
ク）IN　生地」として，「魚の駅　生地」の創業
祭が行われる．同イベントでは，「魚の駅」にて，
海鮮丼や海鮮ちらし，カニ飯，バイ飯，100円漁
師汁などをふるまい，ベニズワイガニなどが特価
で販売されるほか，ボランティアガイドの案内に
よって，まち歩きが行われる．また，2012年11月

10・11日には「山・川・海　フィールドミュージ
アム黒部　まるごと秋の黒部体験講座」が行わ
れた．参加費用は大人18,000円，子供12,000円で，
限定20人を想定した．主な行程として，初日は生
地地区内の生地蒲鉾において蒲鉾製造体験，「魚
の駅　生地」にて一夜干し作り体験，生地地区の
まち歩きを行った．夕食は「魚の駅　生地」にて
漁師料理やベニズワイガニ料理が供された．その
後は，宇奈月温泉のホテルに移動して宿泊した．
二日目は，宇奈月温泉を出発の後，黒部峡谷トロッ
コ列車に乗り，秋の峡谷を楽しむ．昼には「魚の
駅　生地」に戻り，土産を購入するなどした後，
初日に製造した蒲鉾と一夜干しを受け取り帰路と
なる．これらは，生地地区の観光資源に全国的知
名度を持つ宇奈月温泉や黒部峡谷といった観光資
源を組み合わせるものであり，近年になって新た
に試みられたものである．まち歩き以外の取り組
みとして，今後の発展が期待できる．

Ⅴ　漁村活性化の課題と展望－むすびにかえて－

第二次世界大戦前までの黒部市生地地区は，明
治期以降の北海道や樺太，北方四島への出漁や漁
業出稼ぎによって地域経済が支えられる一方，地
曳網漁や小規模な沿岸漁業を生業とするものも
おり，二面性を有していた．第二次世界大戦後
には北方四島での出稼ぎは行われなくなるもの
の，1950年代初めからの北洋サケマス漁業の隆盛
に伴い，漁業出稼ぎは住民の主要な就業として再
び重要となった．しかし，高度経済成長期になる
につれ200カイリ体制の構築とそれに伴って漁業
経営が悪化したことや，地区内に立地する製造業
が成長し，地域住民の就業先として重要度を増し
たことで，北洋漁業は衰退する一方，地域住民の
就業は多様化した．また，同時期には動力船の普
及や漁業資材の質の向上といった沿岸漁業の経営
環境の向上がみられ，個人経営体や法人経営体が
成長・増加した．個人経営体は５t 程度の漁船を
保有し，刺網漁や船曳漁といった漁業，法人経営
体は沖合カゴ縄漁やイカ釣漁などに従事し，その
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経営は1990年代まで安定的に推移した．しかし，
1990年代以降は，魚価の低迷を背景とした漁業経
営の悪化により，経営体数は大きく減少した．現
在では，個人と法人を合わせた専業の漁業経営体
数は11と少ない（法人経営は遠洋漁業が１，定置
網漁が１，沖合カゴ縄漁が３，個人経営は刺網漁
が６である）．漁業従事者の高齢化と後継者不足
が問題視され，漁業の活性化が目指されるように
なった．漁業の活性化に関しては，魚価低迷と，
資源管理の徹底，漁業の担い手の維持といった点
が基本的な課題となった．沖合カゴ縄漁，定置網
漁，沿岸刺網漁といった漁業が主であるくろべ漁
協は，水揚げ物が少量多品目であることを特徴と
しており，規格化と一定量が確保されたロットを
希望する大手量販資本との取引においては不利な
状況にある．そこで，くろべ漁協は全ての課題を
解決するための基底として魚価の上昇と漁家経営
の向上を掲げ，地元で水揚げされた水産物の直接
販売の取り組みを模索した．

一方，時期を同じくして，近年の観光スタイル
が滞在型・体験型観光へと推移してきていること
を受け，黒部市では地域住民にとっては何気ない
地域資源を観光資源として掘り起こし，まち歩き
などの観光形態を振興することで交流人口を増や
し，地域の活性化を図る試みが行われた．この中
で，典型的な漁村景観が残っていることから，ま
ち歩きのモデル地区として生地地区が選定され，
地域住民の協力の下，地域資源の発掘・整理が行
われた．また，ボランティアガイドや観光ルート
を示したまち歩きマップなどが作られるなど，生
地は黒部市における観光地として整備されるよう
になった．

このような背景の下，観光客の食事スペースや
休憩所，駐車場といった拠点も兼ねる施設の建設
といった地域の要請を受けて，「魚の駅　生地」
が2004年に開業した．当初の目的であった漁業者
による直接販売等の動きには至っていないが，富
山県内を中心として多くの消費者を集めるに至っ
ており，魚価の向上，未利用魚の有効利用，生地
地区の魚食文化の発信といった点で一定の効果が

あった．また，黒部市が推進する観光事業におい
ての重要な拠点となり，現在，黒部市において最
も市内外からの観光客を集める施設となった．

以上のように，生地地区における漁村活性化の
取り組みは，水産物の直販事業にとどまらず，地
域資源を活用したまち歩き観光と組み合わせるこ
とで，相乗効果を図っている点が特徴であり，住
民参加型の内発的な地域活性化であると評価する
ことができる．しかし，黒部市および生地地区の
まち歩き観光は，未だ緒に就いたばかりであり，
広く外部者や住民の視点を盛り込みながら，さら
なる地域資源の評価・活用といった発展が期待さ
れる．一方で，今後の展開には，漁業とまち歩き
観光の双方において，以下の課題が提示できるだ
ろう．

一つは，漁業の担い手の維持である．本論で述
べたように，くろべ漁協の組合員数のうち，大半
が兼業または法人経営体の乗組員などであり，専
業経営の個人経営体は６と，非常に少なくなって
いる．今後は，直販事業による魚価の上昇と，漁
家経営の向上の取り組みを継続するとともに，若
年の新規就漁者を確保することが重要であると思
われる．これについては，定置網漁を新規就漁の
前段階としてのインキュベーターとして活用する
ことも可能であろう．そのためには，就漁希望者
と，地元の漁業者や定置網会社とをマッチングす
る漁協の役割が必要となるだろう．

また，第二にまち歩き観光の課題として，より
広く，さらに継続的な住民参加が求められる．山
尾（2004）は，多面的機能を活用して条件不利地
域の漁村振興を図るには，幅広い層の住民が参加
できるネットワーク作りが不可欠であるとしてい
る．さらに，ネットワークの参加者を狭く限らず，
地域住民が気軽に参加して情報交換や技術交流が
図ることで，地域活性化に利用可能な資源や環境
の発見につながるという．現時点における生地地
区の取り組みは，一部の有志住民の活動によって
担われているが，事業の期間内など，一時的なも
のにとどまっているといえる．そのため，幅広い
層の住民が常に自らの地域について見識を深め，
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評価し，気軽に情報交換を図れるような土壌の醸
成が求められる．こうした点に関連して，山形県
朝日町が発祥である地域を博物館と見立て，地域
住民が自らの地域を学ぶ場とするエコミュージア
ム活動（田林ほか，2011）は，生地地区の地域活

性化の取り組みと共通する部分が多く，参考とな
る部分が大きいであろう．また，内部の地域住民
以外に，外部の住民の視点や意見についても，常
に情報交換でき，それを地域活性化の取り組みに
反映できるような仕組みが望まれる．

本稿を作成するにあたって，黒部市産業経済部農業水産課の横山栄人氏，小倉信宏氏，くろべ漁業協同
組合の松野　均氏，富山俊二氏，船屋浩司氏，農林水産省北陸農政局統計部の皆様には大変お世話になり
ました．また，生地地区の住民の皆様には，お忙しい中にも関わらず貴重なお話をうかがいました．ここ
に記して感謝申し上げます．本稿を作成するにあたり，平成24年度科学研究費補助金・基盤研究（C）「農
村空間の商品化からみた日本の余暇・観光振興の地域差に関する実証的研究」（課題番号：23520947，代表：
田林　明）および，平成24年度科学研究費補助金・基盤研究（A）「フィールドワーク方法論の体系化－デー
タの取得・管理・分析・流通に関する研究－」（課題番号：22242027，代表：村山祐司）の一部を使用した．

［注］
注１）	 ブリの幼魚のこと．ブリは出世魚であるため年齢によって名称が変わる．生地地区では，コズクラ・

ツバイソ→フクラギ→ガンドと名称が変わる．
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